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県内製網企業と共同で，養殖中のかき稚貝に対する魚類の食害を防止するネッ

トを開発することとした。県内かき生産者の食害対策ネットに対するニーズ

を把握するため，かき生産者へのアンケートと，被害に遭った筏の水揚げ調

査を行い，かき食害の被害実態について調査を行ったので報告する。
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2009 広島県立総合技術研究所 西部工業技術センター 技術支援部

①県内かき養殖業者３７経営体を対象に
アンケートを実施し，２６件から回答を得た。

②平成１９年度秋に通し換え直後，
８割の食害にあった筏の水揚げ量
を調査した。

表　アンケート結果の概要

上 中 下 合計

19 10 13 42

総数 34 42 29 105

生 18 32 20 70

死 16 10 9 35

生残率 53% 76% 69% 67%

生/枚 0.95 3.20 1.54 1.67

総重量(ｇ) 224.9 366.0 219.7 810.5

平均 12.5 11.4 11.0 11.6

偏差 2.60 4.13 3.83 3.70

個
体
数

剥
き
身

コレクター
枚数

表　各区の出荷可能なかき個体数と剥き身重量

①アンケート結果 ②水揚げ調査結果

写真　かきが１つも
付いていない
コレクター

かき稚貝の食害被害は大きく，
使いやすく効果的な防除ネットの開発には，
大きなニーズがある！

筏１台当りの水揚げ量＝０．５６ｔ（通常の１３.６％）

広島かき食害実態調査アンケート

　この調査は，広島県内のかき養殖業において発生している魚類による食害が，

どの程度深刻な被害を引き起こしているかを調査するもので，各地域のかき生

産者の 10%程度の方を調査対象としています。頂いた回答は， 「〇〇漁協所属

のかき生産者」など匿名で使用し，食害対策技術を開発する際のニーズの分析

用データとして活用します。

　お手数をおかけしますが，広島県のかき養殖業を活性化するために，ご協力

よろしくお願いいたします。

広島県立総合技術研究所

西部工業技術センター

　　　
回答者　　

　　　　　　
漁業協同組合　企業名

　氏名 　電話番号

①食害にあったことがありますか。（いずれかに〇）

　　　

　　　はい　 ・　いいえ

②これまでに食害への対策を実施したことがありますか。 （いずれかに〇）

　　　

　　　ある　 ・　ない

（②であると答えた方）

③実施した食害対策はどのようなものですか。 （該当するものに〇 （複数回答

可）

〇筏の周りに （または内側に）網を張る。

　　網は …　　新品を購入　 ・　中古を購入 （又はもらった））

　　　よろしければ，網の仕様について教えてください。

　網の丈（深さ）　 　　　　ｍ
　長さ（幅）　　　　　ｍ
　目合　　 　　　　ｃｍくらい

　購入価格　　筏１台分 　　　　　円

※回答について質問させていただく場合に使用します。

①実施した食害対策は効果がありましたか。

　　

　　はい　・　いいえ

②通し換えの時期はいつ頃ですか。

　　　　　月～　　　月

③通し換えを行う漁場はどこですか。（地図に〇，複数回答可）

⑦何年前から食害を受けるようになったと感じていますか。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　年前

⑧食害を起こす魚類は何だと思いますか。

　　チヌ　・　フグ　　その他（　　　　　　　　　　）

⑨食害はどの程度ですか。水揚げ量(額)に何割程度影響していますか。

（被害が特にひどい筏についてではなく，全体を平均して回答してください。）

　

⑩食害を受ける前（数年前？）と食害を受けている現在では，筏当りの水揚げ量・

額はどれくらいですか。

　　（被害が特にひどい筏についてではなく，全体を平均して回答してください。）

　　

　食害が発生する前（　　　年前）

　　１筏当り　水揚げ量　　　　トン＝水揚げ額 万円
　食害が発生後（現在）

　　１筏当り　水揚げ量　　　　トン＝水揚げ額 万円
　　

　食害のほかに考えられる水揚げ量（額）増減の要因について，教えてください。

⑩その他，思うことを自由に教えてください。

⑪食害対策製品について，試作品を試験的に使用してもらうかき生産者を探してい

ます。興味がありますか。

　　　　ある　・　ない

　「ある」と答えられた方，

　よろしければ連絡先をご記入ください。

　

　　会社名：　　　　　　　　　　　　　担当者：

　　住所　〒　　　　－ 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　電話番号

　　FAX番号

ご協力，ありがとうございました。

問 回答者数 回　答　内　容

① 26 食害を受けたことがある100％，ない0％

② 26 食害対策を実施したことがある88％，ない12％

③ 23 実施した対策（複数回答可）
　・網を張る　47.8％　　・時期をずらす39.1％
　・連を束にする73.9％　・水面を叩く17.4％
　・その他17.4％

④ 21 対策は効果あり86％，なし14％

⑤ 25 省略（年間通じて実施されていた。）

⑥ 25 省略（県内のほとんどの漁場で実施されていた。）

⑦ 26 食害を受け始めた時期は7.3±4.2年前

⑧ 26 食害を起こす魚類は？
　・クロダイ92.3％　　・フグ96.2％
　・その他（ナルトビエイ，ウマヅラハギ，
　　　　　　　　　　　　イシダイ，アカニシ）

⑨ 24 食害の程度と水揚げ量（額）への影響

4.3±1.7割程度の稚貝が食われ，

　　　　　　　　　　3.5±1.7割程度減少した
⑩ 17 食害が発生する前後での水揚げ量・額の変化

食害が発生する前（8.4±5.0年前）は
　　筏1台当り4.2±1.3トン＝水揚げ額203±50万円
　　筏1台当り2.5±1.1トン＝水揚げ額120±40万円

⑪ 26 食害対策製品について，

　　　　　　　興味がある86％，無い14％
⑫ 15 その他，自由記入（採苗・食害に関するものを抜粋）

　・資材費高騰，水揚げ減少で大変です。
　・ネットが汚れ対策効果もあるなら，買う価値が上が
る。
　・ネットの設置・取り外しに係る労力がかかる。
　・下水処理の高度化により，栄養源が減り，餌となる
プランクトンが減少しているのでは。
　・漁場の海底清掃が必要。
　・食害対策にもっと強い御支援をお願いしたい。
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